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（
Ａ
Ｓ
Ｄ
）
は
、
パ
ー
ム
油

誘
導
体
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
に
お
け
る
、
主
に
海
外
パ

ー
ソ
ナ
ル
ケ
ア
業
界
全
体
の

変
革
を
加
速
さ
せ
る
た
め

に
、「
情
報
」「
デ
ー
タ
」「
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
の
生
成
と

共
有
を
促
進
す
る
企
業
間
連

携
組
織
で
、
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ｅ
原
則

に
準
拠
し
、
森
林
破
壊
を
禁

止
し
、
人
権
を
尊
重
す
る
こ

と
で
、
生
産
地
の
生
活
を
支

え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。 　

同
社
は
、
パ
ー
ム
油
由
来

の
製
品
を
多
数
保
有
し
て
い

る
が
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
複
雑
な
構
造
ゆ
え
に
、
そ

の
生
産
過
程
に
お
け
る
透
明

性
を
把
握
し
き
れ
ず
に
い

た
。
Ａ
Ｓ
Ｄ
会
員
メ
ン
バ
ー

に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
同
社

の
供
給
元
で
あ
る
生
産
エ
リ

ア
を
特
定
し
、工
場
レ
ベ
ル
、

可
能
で
あ
れ
ば
農
場
レ
ベ
ル

ま
で
調
査
を
進
め
て
い
く
と

い
う
。

　

「
こ
れ
に
よ
り
、
当
社
が

提
供
す
る
パ
ー
ム
油
由
来
製

品
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

透
明
性
の
提
示
や
、
購
買
本

部
に
よ
る
仕
入
先
の
確
実
な

選
定
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
か
ら
入
手
す

る
情
報
を
も
と
に
し
た
健
全

な
経
営
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
推
進
さ
れ
、
国
内
外

の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ケ
ア
市
場
に

対
し
て
安
心
し
て
お
使
い
い

た
だ
け
る
製
品
を
届
け
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
」（
同
社
）

　

花
王
は
、
廃
棄
さ
れ
る
Ｐ

Ｅ
Ｔ
素
材
を
原
料
に
活
用
し

つ
つ
、
積
雪
寒
冷
地
の
道
路

課
題
の
解
決
・
耐
久
性
向
上

を
実
現
す
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

改
質
剤
「
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ッ
ク 

６
０
０
０
Ｓ
Ｍ
Ａ
」
を
２
月

よ
り
発
売
し
て
い
る
。

　

既
存
の
「
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ッ
ク 

５
０
０
０
」
の
高

耐
久
性
能
を
引
き
継
ぎ
つ

つ
、
骨
材
へ
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
被
膜
を
強
く
・
厚
く

す
る
剥
離
抵
抗
性
能
が
向

上
し
た
。
水
浸
下
で
の
走

行
荷
重
試
験
で
は
、
通
常

の
舗
装
に
比
べ
、
内
部
へ

の
水
の
侵
入
を
防
ぐ
効
果

が
２
倍
以
上
向
上
す
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。

　

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
で

は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
骨
材

の
間
に
空
隙
が
生
じ
る
こ
と

が
あ
り
、
積
雪
寒
冷
地
に
お

い
て
は
、
空
隙
が
あ
る
と
内

部
に
浸
入
し
た
水
が
凍
結
融

解
し
、
体
積
の
変
化
が
繰
り

返
さ
れ
る
こ
と
で
穴
が
発
生

し
や
す
く
な
る
。
そ
の
た
め

今
ま
で
は
、
多
量
の
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
と
そ
れ
を
保
持
す
る

植
物
繊
維
を
舗
装
材
料
と
し

て
使
用
す
る
こ
と
で
、
空
隙

に
及
ぼ
す
財
務
的
影
響
の
評

価
を
開
始
し
た
。

　

今
回
、
事
業
・
地
域
・
製

品
群
・
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の

面
で
分
析
範
囲

を
拡
大
し
、
本

格
的
な
シ
ナ
リ

オ
分
析
を
実
施

し
て
、
そ
の
結

果
を
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
サ
イ
ト
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
ペ
ー
ジ
に

て
開
示
し
た
。

　

同
社
グ
ル
ー
プ
は
、
２
０

５
０
年
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
長

期
環
境
目
標
「
Ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

Ｅ
ｃ
ｏ 

Ｃ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ

ｇ
ｅ 

２
０
５
０
」
を
２
０

１
９
年
に
策
定
し
、「
脱
炭

素
社
会
」
と
「
資
源
循
環
型

社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
、

脱
炭
素
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

水
資
源
の
課
題
解
決
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も

気
候
変
動
の
も
た
ら
す
リ
ス

ク
と
機
会
に
対
す
る
様
々
な

取
り
組
み
に
注
力
し
、
持
続

可
能
な
社
会
へ
の
貢
献
と
事

業
の
発
展
の
両
立
を
目
指
し

て
い
く
。

　

ユ
ニ
・
チ
ャ
ー

ム
は
、
マ
レ
ー
シ

ア
の
現
地
法
人
製

造
子
会
社
で
あ
る

「
Ｄ
Ｓ
Ｇ
（
Ｍ
ａ

ｌ
ａ
ｙ
ｓ
ｉ
ａ
）

Ｓ
ｄ
ｎ
． 

Ｂ
ｈ

ｄ
．」
の
マ
レ
ー

シ
ア
工
場
と
、
イ

ン
ド
現
地
法
人
で

あ
る
「
Ｕ
ｎ
ｉ
ｃ

ｈ
ａ
ｒ
ｍ 

Ｉ
ｎ

ｄ
ｉ
ａ 
Ｐ
ｒ
ｉ

ｖ
ａ
ｔ
ｅ 
Ｌ
ｉ

ｍ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ
」
の

ス
リ
シ
テ
ィ
工
場

に
て
、
太
陽
光
発

電
設
備
を
導
入
し

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、

マ
レ
ー
シ
ア
工
場

で
は
年
間
２
１
８

万
ｋ
Wh
、
ス
リ
シ
テ
ィ
工
場

で
は
年
間
８
６
３
万
ｋ
Wh
を

発
電
し
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を

２
つ
の
工
場
合
計
で
年
間
約

８
４
８
０
ト
ン
削
減
す
る
。

同
社
グ
ル
ー
プ
の
海
外
工
場

に
お
け
る
再
生
可
能
電
力
の

導
入
は
、ブ
ラ
ジ
ル
、タ
イ
、

ベ
ト
ナ
ム
、
ア
メ
リ
カ
、
中

国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
続
く

７
例
目
、
８
例
目
と
な
る
。

　

な
お
、
日
本
国
内
で
は
ユ

ニ
・
チ
ャ
ー
ム
の
伊
丹
工
場
、

埼
玉
工
場
、
三
重
工
場
、
ユ

ニ
・
チ
ャ
ー
ム
プ
ロ
ダ
ク
ツ

の
九
州
工
場
、
四
国
工
場
、

ペ
パ
ー
レ
ッ
ト
の
静
岡
県
内

３
つ
の
工
場
で
導
入
済
み
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
に
よ
り
、
同
社
グ

ル
ー
プ
の
工
場
か
ら
排
出
さ

れ
る
二
酸
化
炭
素
を
年
間
約

５
万
２
４
８
０
ト
ン
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

（
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
１
４
０
ｔ

―
Ｃ
Ｏ
２
）
の
削
減
を
実
現

す
る
。
残
り
の
事
業
所
に
関

し
て
も
２
０
２
９
年
ま
で
に

順
次
、
Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー
電
力

の
導
入
を
進
め
て
い
く
。

　

同
社
は
２
０
２
９
年
ま
で

の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ゴ
ー

ル
の
１
つ
に
「
未
来
に
、
次

世
代
に
環
境
を
つ
な
ぐ
ア
ク

シ
ョ
ン
」
を
掲
げ
、
顧
客
へ

の
「
新
た
な
価
値
提
供
の
実

現
」
を
前
提
と
し
な
が
ら
、

同
時
に
「
環
境
に
配
慮
し
た

サ
ー
ビ
ス
」
を
目
指
し
て

様
々
な
環
境
負
荷
低
減
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

２
０
２
１
年
に
ポ
ー
ラ
五

反
田
本
社
ビ
ル
、
袋
井
流
通

セ
ン
タ
ー
、
ポ
ー
ラ
銀
座
ビ

ル
で
は
す
で
に
Ｃ
Ｏ
２

フ
リ

ー
電
力
を
導
入
し
て
い
る

が
、
今
後
、
２
０
２
９
年
に

向
け
た
目
標
と
し
て
、
全
国

41
都
道
府
県
に
あ
る
50
カ
所

全
て
の
事
業
所
使
用
電
力
の

低
炭
素
化
・
Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー

化
を
目
指
す
。

　

今
回
の
取
り
組
み
は
そ
の

ス
タ
ー
ト
と
位
置
づ
け
て
お

り
、国
内
で
ポ
ー
ラ
が
単
一

で
電
力
契
約
を
し
て
い
る
全

事
業
所（
全
国
34
カ
所
）の
Ｃ

Ｏ
２

フ
リ
ー
電
力
導
入
を
実

施
し
た
。な
お
、Ｃ
Ｏ
２

フ
リ

ー
電
力
は
エ
ネ
ッ
ト
の
エ
ネ

グ
リ
ー
ン
を
採
用
し
て
い
る
。

　

日
光
ケ
ミ
カ
ル
ズ
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の

観
点
か
ら
、
国
内
初
と
な
る
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｆ
ｏ
ｒ 

Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ 

Ｄ
ｅ
ｒ

ｉ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
ｓ
の
会
員
企
業
と
な
り
、
同
社
が

関
わ
る
パ
ー
ム
油
の
誘
導
体
・
パ
ー
ム
油
由
来
製
品

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
透
明
性
を
追
求
し
て
い
く
。

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
観
点
か
ら
国
内
初
の
Ａ
Ｓ
Ｄ
企
業
に

パ
ー
ム
油
誘
導
体
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
透
明
性
を
追
求

日光ケミカルズ

　

ポ
ー
ラ
は
、
全
国

34
カ
所
の
エ
リ
ア
事
業
所
に

て
、
Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー
電
力
の

導
入
を
２
０
２
２
年
12
月
よ

り
開
始
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
国
内
事
業
所
の
約
70

％
で
Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー
電
力
を

導
入
し
、
約
36
・
４
万
ｋ
Wh

国
内
全
事
業
所
で

Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
電
力
を
採
用

ポーラ

廃
Ｐ
Ｅ
Ｔ
を
原
料
に
活
用
し
た

ニュ
ー
ト
ラ
ッ
ク
の
新
シ
リ
ー
ズ
を
発
売

花 王

図　アスファルト舗装の内部の断面

が
少
な
く
な
る
よ
う
に
施
工

し
て
き
た
。

　

「
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ッ
ク 
６
０

０
０
Ｓ
Ｍ
Ａ
」は
骨
材
と
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
の
密
着
性
を
高

め
る
こ
と
で
、舗
装
の
空
隙

抑
制
だ
け
で
な
く
、耐
久
性

向
上
も
可
能
に
す
る
こ
と
か

ら
、22
年
８
月
に
帯
広
・
広

尾
自
動
車
道（
芽
室
帯
広
Ｉ

Ｃ
～
帯
広
川
西
Ｉ
Ｃ
間
）で

の
試
験
施
工
に
採
用
さ
れ
た
。

　

ラ
イ
オ
ン
は
、「
気

候
関
連
財
務
情
報
開

示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

（
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
）」
提

言
に
基
づ
く
情
報
開
示
を
行

っ
た
。

　

同
社
は
、
２
０
１
９
年
５

月
に
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
へ
の
賛

同
を
表
明
し
、
同
年
10
月
～

２
０
２
０
年
１
月
に
か
け

て
、
環
境
省
「
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
に

沿
っ
た
気
候
リ
ス
ク
・
機
会

シ
ナ
リ
オ
分
析
支
援
事
業
」

に
参
画
し
て
、
気
候
関
連
の

リ
ス
ク
と
機
会
が
同
社
事
業

Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
に
基
づ
き
情
報
を
開
示

ライオン

マレーシアとインドの工場に太陽光発電を導入 ユ
ニ・
チ
ャ
ー
ム


